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東京ホッケー協会定時総会議事録 

 

日 時： 平成 29年 4月 22日（土）午前 10時 00分～午前 12時 05分 

場 所： 中目黒スクエア中目黒住区センター2F 第 5会議室 

総正会員数：  56 

出席正会員数：55（議決権行使者出席 26、代理人出席 29(委任状 3を含む)） 

出席人数：52名（議決権行使者・代理人 47名、理事・監事 3名、来賓他 5名） 

 

議事： 

 定時総会は志木クラブ（菅野芳哉氏）を仮議長として定刻に開会した。 

議長選任 

仮議長は本総会が規約第 16条の定足数を満たしたことを報告し、当会規約第 15

条に従い、議長選任を議場に諮ったところ、全員異議無く、志木クラブ（菅野芳哉

氏）が議長に選任された。 

議事録署名人選出 

議長は規約第 20条に従い議事録署名人に明治大学（宮田知氏）、メトロ東京（長

谷川慧氏）を指名し、異議無く承認された。 

監事監査意見 

 続いて議長は議案の審議に先立ち、監事に監査意見を求めたところ、箸本監事は

両監事の意見は一致しているとして、次の通り監査報告を述べた。 

平成 28年度の会長以下、理事の業務執行、ならびに平成 28年度決算に関して

法令及び規約に違反する事実、若しくは著しく不当な事実はございませんでした。 

 

（承認事項） 

第１号議案 平成 28度事業報告並びに平成 28年度決算承認の件 

 和田明仁会長は平成 28年度事業報告と決算承認を求めるにあたり、報告事項で

ある第 4号議案である平成 29年度事業計画の一部と平成 29年度予算を併せて説

明した方が分かり易いと思うので一括して説明したいとして、第 1号議案に加え、

第 4号議案の一部を説明した。なお和田会長は事業関係の詳細説明を担当理事に委

ね、決算及び予算については鍋田茂子理事から説明を行った。 

 和田会長は最後に報告事項である第 5号議案のその他として法人化に触れ、昨年

の総会で法人化の方向性は承認されており、法人化のメリット・デメリット、また

法人種別についても検討を加えるとともに「一般社団法人 THA」との一体化の可

能性も探ってまいりますと述べ、議場に活発な意見を求めて、説明を終えた。 

 

 議長が議場に質問等を求めたところ、FHMC増田氏より、決算書の次年度繰越

金のうち未回収金、未払い金の内訳について質問があり、鍋田理事より未回収金は 



大田区からの体験教室受託費の入金の一月繰延、未払金は都体育協会五輪候補選手

強化事業の精算遅延、及びHP保守契約等の支払の一月繰越であるとの説明があっ

た。BraveFox平田氏よりジャッジ講習と国体活動の日程重複について質問があり、

三宅理事よりTHAも幸い多くのイベントを抱えるようになり、調整を加えても重

複は避けられない状況であるとの説明があった。

議長は、本件を総会に諮り、出席55正会員全員の賛成を得て本件は承認された。

第2号議案　THA規約の一部改定の件

議長より本議案が本会規約第18条2項の正会員数の3分の2以上の多数をもっ

て承認されることを述べ、議案の説明を行なった。

改定内容は、「附則　東京ホッケー協会理事負担金に関し、役職に関わらず一律

10，000円とする」を削除するというもので、決算説明からご理解いただけるよう

に、東京ホッケー協会の財政面での不安は低減したものと考えて、また「開かれた

協会」を標樗する本協会の意向と合致させ、‾理事就任への金銭面でのハー‾ドルを解

消するためであるという説明が加えられた。

議長は、本件を総会に諮ったところ、正会員56個の3分の2にあたる38個を

超える48個の賛成があり、本件は提案通り承認された。

第3号議案　J旺A正会員選任の件

議長は、日本ホッケー協会（以降JKAという）「正会員」定数について説明し、

本年度本協会に割り当てられる定数7名の選任を諮りたいと述べた。

和田会長は、理事会として、JHA正会員に和田・一川・正田・青木・菅野・林・

三宅の7名を候補として推薦したいと述べた。

議長は、本件を総会に諮り、出席55正会員全員の承認を得た。

（議長は審議事項の全てが終了したとして、5分間の休憩を宣し、11時15分に再

開した。）

（報告事項）

和田会長より残された時間を第4号議案の説明で残した弧の長期構想及びそ

れに関連する東京五輪2020への取組み及び競技施設である丁大井ホッケー場」の

後利用、それに先立つ今秋からの駒沢第1球技場の使用について担当理事、来賓の

安西JHA常務理事、下平駒沢委員会委員より説明させたいと述べた。

THA長期構想については第3回連絡会でも既に説明しているとして、その背景

となり、また前提ともなる東京五輪2020ホッケー競技実施に向けた取組み状況、

駒沢第1球技場の活用に関わる企画検討状況についてそれぞれ詳細な説明があっ

た。
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議場からは、学芸大附属高校の大谷氏より駒沢の利用方法、駒沢で少年チームの

立ち上げる予定の有無について質問があり、三宅理事より駒沢の土日利用は各種競

技団体の優先使用枠でほぼ満杯、平日はインターネット申込みで先着順なので事前

ID、パスワードの取得が必要であるとの説明があった。箸本監事よりメトロ東京

の少年チームの活動について質問があり、メトロ東京の前田氏より品川2020チー

ムの紹介と今後の活動予定の説明があった。一橋クラブの竹内氏から駒沢球技場へ

の3，000人動員の具体策について質問があり、下平委員より現状の考え方を説明し、

併せて動員依頼があった。

以上をもってほぼ議論は尽くしたとして、議長は、閉会を宣言し、午前12時05

分閉会した。

上記決議を確証するため、本議事録が作成され、議長及び議事録署名人が署名捺

印した。

平成29年4月22日

東京ホッケー協会

議　長

菅野　芳哉

議事録著名人

宮田　知

凍　原伊⑨

議事録署名人

長谷川慧

長谷しソ　乳



平成29年4月22日東京ホッケー協会定時総会　議案

【決議事項】

第1号議案　平成誼年度事業報告並びに平成認年度決算承認

1．事業報告

（期初の目標）

「新生東京ホッケー協会」は「規約に則り、全員参加で、開かれた協会とする！」という

会員の皆様の総意の下に、平成28年度は過大な計画は立てず、次の3項目を確実に実施する

事を目標に掲げ、初めて1年を通じた事業運営を行ないました。

1．登録チームを増やし、各チームとの連携を確立する（登録システムの徹底）

2∴町人東京都、都体協、品川区、大田区等と連携しホッケーの普及を図る

3．THA主催、共催の競技大会の確実な運営を行う

（¶仏登録について）

まず、正会員数が平成27年の41から11増え、52と大台に乗ったことで、運営基盤は比較

的安定しました。

協会の運営状況を広く会員の皆様に知っていただき、事業に参画していただくため、ホーム

ページ（缶P）を開設し、HP上に理事会の議事録など、基本的にmの全ての活動を掲載し、

文字通り開かれた協会とするべく努力しました。また期中に2回のm連絡会を開催し、m

の活動状況を報告し、会員の皆様に参加していただける協会を目指しました。お陰様で、委員

（企画スタッフ、当日スタッフ）の募集に対しても亜名を超える方々に応募をいただきまし

たが、まだまだ要員の皆様全員に活躍できる場を提供できていないことは執行部の力不足と反

省しております。

（国体強化について）

都体育協会からは東京都を代表するホッケー競技団体として認められ、分担金の交付を受け、

国樹ヒ、ジュニア育成事業等を実施しました。

国体強化については、広く選手を公募し、予選会（選考会）を実施して選手選考を行い、練

習会を経て関東ブロック大会に臨みました。結果はすべての種別で本選出場は叶わず、成年男

女は早期にチーム作りを開始する事、少年男女はまずチームの底上げを図る事が課題となりま

した。

これを受けて少年男女については国体後から都高体連ホッケー専門部会の先生方と相談し、

ジュニア特別事業として、年度末にかけてホッケークリニックやウインターリーグを実施しま

した。ホッケークリニックでは女子は日本リーグのグラクソ・チーム、男子は東京ガスや明治

大学から指導を受けました。併せてアスレチック・トレーナーを招く、アンチ・ドーピング講

習を実施するなど新しい試みを行ないました。



（普及活動について）

普及活動は、m主催事業として「ジュニア・ホッケー教室」を都体協の「ジュニア育成

地域推進事業」交付金で実施しました。「ジュニア教室」は東大駒場グラウンドを利用して7

年目を迎える事業ですが、毎年参加人数は増えており、今年度は延べ800人近い受講者があり、

指導者・ボランティアを加えると1，100人を超える規模となりました。
一方、五輪関連事業は、品川・大田区等からの委託を受け、「体験ホッケー教室」を小・中

学校の授業の一環として、またスポーツ祭りのイベントとして、約30回実施しました。指導

にあたっては、「メトロ東京」「桜杖会」等の皆さん、藤尾香織選手をはじめ、「さくらジャパ

ン」のメンバーの方々のご協力を得ました。これら「ジュニア教室」「体験ホッケー教室」に

参加の子供たちにホッケーが根付くようにする事が今後の課題であると考えています。

（大会運営について）

「THA主催、共催の競技大会の確実な運営を行う」という目標を掲げましたが、ホッケー

界の仕組みとして、公式戦は全国競技団体又はその下部団体が主催するため、今年度、m

主催の公式戦はありませんでした。しかし大会運営において競技役員は都道府県協会から依頼

する必要があり、東京で開催するにはその絶対数が不足している事は否めません。

そこで、競技役員の育成を図るため、国立七大学リーグ戦（通称「七帝戦」）を利用してジ

ャッジ講習会を開催するなどしました。その結果、競技役員（審判を含む）の総数は転勤等に

より数名が抜けましたが、合計では47名から56名に増員を図る事が出来ました。

平成28年度末から非公式に開催され、今年からmの活動として実施した大会に「シニア

＆レディーズ大会」があります。40歳以上の男性、年齢を問わず女性の自由な参加を求めた大

会で、1月の大会では約120名が集まり大盛況でした。

（東京五輪に向けての取組み）

東京五輪に向けては、JIiAと協同して東京都オリンピック・パラリンピック準備局との面談

を開始しました。具体的なテーマとして、①駒沢公園第1球技場の人工芝化他、②大井ホッケ

ー場の後利用、③東京都認定アスリートの推薦、があります。

東京都認定アスリートとして明治大学の谷光来有選手、早稲田大学の南有紗選手を推薦し、

認定され、都体協からの交付金で支援を行いました。谷光選手はジョホールパルカップ、ジュ

ニアワールドカップに出場するなどの活躍をし、H29年度からはJOC指定選手として期待さ

れています。

2．決算承認

決算については監事監査を受けた決算書を次ページに掲載しました。



東京ホッケー協会　平成28年度決算

2017年　3月　31日

東京ホッケー協会

※印は、新設項目 　　　　収入の恕 ��支出の部 

前年度繰越収支差額 現金 預金 末回収金 未払金 預り金 競技後員登録料当期39人 競技役員登録料翌期分 �72．111 10．630 196．000 100．榊0 －87．519 －川6．∝氾 ーlt000 � � 

登場料 �5－532．000 �日本ホッケー協会登録料 �4，1相．000 

JHAチーム登録料 �3．779．∝の �チーム登録料 �3，779，000 

THA正会員登録制 �1う60．㈱ 7．0（氾 �競技役員登録料・当期分 �153．000 

くチーム数〉 高校鋸大学26／社会人17 ��競技役員登韓料・翌職分 �186．000 

所属協会会費 �600．000 

マスターズ2／個人3 ��日本ホッケー協会 �300．000 

競技役員登録料当期2人 ��関東ホッケー協会 �70．000 

農技役員登録料翌期52人 �186．∝旧 �郡体育協会加盟団体分担金 都体育協会協賛寄付金 �100．000 130．000 

JHA補助金 �20．000 �JHA補助金事業費 �18．000 

普及活動補助金 �20約0 �品川区ジュニア教室 �18．000 

JHA審判部事務代行 �61．600 �JHA審判部事凝代行費 �59．408 

競技役員セーター代 �61．680 �セーター送料・送金手数料 �59，408 

東京都体育協会事業交付金 �8．495．300 �更意㊨体育協会事業経費 �9．127．582 

国体予選会 �110．000 �包体予選会 �114，年15 

絶技力向上（国体候補選手） �1．652．000 �競技力向上（国体候補選手） �1．720．756 

競技力向上（ジュニア特別） �2．500．000 �競技力向上（ジュニア特別〉 �2，617．005 

ジュニア育成地域推進 �l．500．∝和 �ジュニア育成地域推進 �し668．606 

駅東ブロック大会濾過賃 �2133．300 �関東ブロック大会派遣費 監督・選手旅費 �2．133．300 

五輪候補強化事業 �600．000 �参加費・保険・弁当他 五輪候補拳化事業 �273．4伽 600．800 

自主事業 �40．砕0 �自主事業費 �38．922 

ジャッジ講習会 �21．000 �ジャッジ謙晋会 �19．922 

地域教室出張事業 �197∝の �地域教室出張事業費 �19，800 

シニア＆レディース ��シニア＆レディース※1 

受託事業 �2，033．Ⅸ氾 �受託事業経柴 �1．26乙356 

五輪関係事業 �2．033．000 �指導員労務費 消耗品費 運営管理軽費 �1．120．500 99，372 42．484 

役員負担金 �1∝事．抑0 �本部軽費 �棉5．802 

理事負担金 �1砂．㈱ �交通糞 会雑費 借損料 名刺広告費 手続用品費 通傍受 運送費 福利野生費 ホームページ運営費 雑費 �109．488 38，140 0 0 6．569 35．650 0 0 356．400 114．943 24象612 

雑収入 寄付 預金利息等 �1，099．871 　1．099。505 　　366 � � 

収入善十 �17．453－882 �支出計 �15．910．070 

（うち未回収金192．000　円） ��（うち未払金641，947　円） 

次期繰越収支差額 現金 預金 未回収金 前払い金 未払い金 �1．543812 　96，439 　し889．720 192．000 　7．600 　－641．947 

合計 �H．453．882 �合計 �17．453．882 

※1シニア＆レディースは参加者負担運営の為収支なし

※2ホームページ初期槻条章573，210円は60回分割払い

20－楕4月ノく鱒

平成28年度　会計監査報告

上‡己のとおり稽遵あり蔓せんL

暮　明確
20－7年4月／㌔日　　、い三通乙丈



第2笥裟秦　¶仏溺約の一部改定

決算説明からご理解いただけるように、THAの財政面での不安は低減したものと考えて、「開

かれた協会」を標按する本協会の意向と合致させ、理事への就任への金銭面でのノ、一ドルを解

消するため、役員負担金に係る付則を抹消したいと考え、以下の¶仏規約の一部改定を提案

いたします。

新 �旧 

石孟柑財を紡好する。 �付則　東京協会役員負担金 

本会の理事は、年間10，000円の理事負担金を 

毎年6月30日までに協会に納付する。 

この付則は平成28年4月1日より実施する。 

第3号議案耳仏正会員選旺¢月10日土曜耳払級封

JIiA定款では、「各都道府県別の正会員数は、その団体に所属する本協会登録チーム数を

8で除した商を1正会員とする。ただし、小数点以下については繰り上げる。」とあります。

また、¶仏規約では、JHA正会員は総会で選任する事となっています。

冒頭、事業報告でもご説明しましたがⅠゼ8年度¶仏登録チーム数は52チームであること

から、本総会で7名の正会員を選出する事になります。

¶仏理事会は、理事の中から、以下の7名をJm正会員候補者として提案いたします。

候補者氏名 �THAにおける役職及び担当 �THA正会員名 

和田明仁 �会長 �早稲田大学男子 
一川邦彦 �副会長、事務局長、普及・広報担当 �東京大学学士クラブ 

正田実 �副会長、五輪関連担当 �三田クラブ 

青木剛 �理事、総務担当 �一橋マスターズ 

菅野芳哉 �理事、事務局、総務担当 �志木クラブ 

林正巳 �理事、強化担当 �東京ガス 

三宅正美 �理事、普及・広報担当 �成城学園大学女子 



【報告事項】

第4号議案　平成汐年度事業計画及び平成か年度予算

1．平成29年度事業計画

平成29年度は①東京の競技人口を増やす（する人）、②東京で大きな大会を開催する（支え

る人）、③東京のチームを強化する（観る人）の3本の柱で、事業を進めて行きたいと考えて

います。

東京の競技人口を増やす事は、東京五輪2020のレガシーとして大井ホッケー場を残すため

にも必須の課題です。大学OB／OG、特にシニア層、女性陣に呼びかけ、交流戦を行なう等、

「生涯スポーツ」としてのホッケーの確立を目指します。ジュニア材、・中学生）への普及活

動も積極的に進めておりますが、これをさらに発展させ東京にジュニア・チームを結成したい

と考えています。他府県大学・高校でのホッケー経験者を発掘することも何とか工夫したいと

ものです。昨年度から高校生向けのホッケークリニックを始めておりますが、更に充実したも

のにし、高校生が大学に入ってもホッケーを続け易い環境を作ります。

東京で大きな大会を開催し、多くの観客を集めることも、東京五輪2020のレガシーに繋が

る大きなテーマです。秋からは改装なった駒沢第1球技場の使用が開始され、日本リーグ、関

東学生リーグ戦等が開催されます。12月17日に予定されている日本リーグ男子決勝戦では、

3，000人収容の駒沢第1球技場を、満席にしたいと考えています。東京に全国規模の大会運営

のノウノ、クを持つ人を育てることも一朝一夕には出来ない事なので、将来を見据えて今からし

っかりやって行くつもりです。

東京のチームを強化するというテーマは、国体チームが強くなるのは勿論ですが、多くの都

民の皆様から応援されるチームに成長して欲しいという事です。国体チームのユニフォームも

かなり老朽化してきており、平成29年度には更新する予定です。袖を通す選手も東京都の代

表としての自覚を持ち、経費負担をして下さるTHA会員の皆様にも、国体チームの応援をよ

ろしくお願いいたします。国体チームの練習日もHPで公開してまいります。

ゆくゆくは東京の国体チームが日本リーグに参戦し、多くのサポーターの応援を得て満員の

大井ホッケー場でプレーする事を夢見ています。

2．平成29年度予算

平成29年度予算は次ページ掲載の通りで、まだ未確定の部分もありますが、変更ある毎に

理事会に諮って進めて参ります。

第5号議案　その他

昨年の総会で法人化の方向性は承認されており、法人化のメリット、デメリット、また法人

種別についても検討を加えて参ります。併行して「」般社団法人Tm」との接触を続け、一

体化の可能性も探ってまいります。



‾東烹ホッケー⊥協会 

収入の部 ��支出の如 

前年度繰越収支差額 前期繰越 未回収金 前払い金 未払い金 �1，543．812 1，98吼159 192，∝旧 　7，600 　－841，糾7 � � 

ち脚貯 �‾ホッケ⊥協曹葦拝粁 �4二1叩貯 

日本協会チーム登録料 �4．∝札α）0 �チーム �4，∝吼㈱ 

8本協会審判員登録料 東京協会登録料 �3，∝氾 1，650，∝旧 190．∝旧 �審判員 �190，（X氾 

所属協会会費 �650，000 

ガチ「ムズ脚 ��日本ホッケー協会 �350．000 

社会人21・大学26 ��関東ホッケー協会 �70，000 

高校6・マス’トス◆2 ��東京都体育協加盟団体分担金 �1∝I，㈱ 

競技役員登録料 ��東京群体曹協会協賛寄付金 �130．㈱ 

JHA補助金事業 �20，000 �JHA補助金事業費 �20．000 

JHA審判部業務代行 �60，∝旧 �JHA審判部業務代行 �60．∝旧 

大会運営費※1 � �大会運営・負担金 � 

東京都体育協会草葉交付金 �8，175，㈱ �東京都体育協会事業経費 �8，738，400 

国体予選会 �110．∝旧 �国体予選会 �120，㈹ 

競技力向上（国体候補選手） �1，465，仰0 �競技力向上（菌体候補選手） �1，515，（伽 

競技力向上（ジュニア特別） �2，500．∝旧 �競技力向上（ジュニア特別） �2，600脚 

ジュニア育成地域推進 �1，500．∝旧 �ジュニア育成地域推進 �1，830，（削 

関東ブロック大会派遣費 五輪候補強化事業 �2，∝札∝旧 600，㈱ �関東ブロック大会派遣 一掃土f参加費、偲険一価＝ 五輪候補強化事業 �2，∝吼㈱ ‾273卿ミ 600，tX旧 

自主事集 �110，000 �自主事兼費 �110．0（旧 

ジャッジ講習会 �50，∝旧 �ジャッジ講習会 �50．∝旧 

地域教室出張事業 �60，∝旧 �地域教室出張事業費 �60卿 

シニア＆レディース �－ �シニア＆レディース �－ 

垂託車乗 �2，300，㈱ �垂託事業経費 �1，830，0（旧 

五輪関係幸美 �2，∝吼∝旧 �労務費 �1，500脚 

その他 �300，∝旧 �消耗品費 運営管理経費 租税公課 �150，㈱ 60卿 120脚 

本部経費 ＿交通豊＿ 会議費 借損料 事務用品費 通信費 運送費 ホームページ運営費 ホ「綿一歩掛撒陳諮霹当催 雑費 事務委託費 予備費 �1，093，366 120，000 50，㈱ 10，（氾0 20，㈱ 50，㈱ 20，（旧0 388，800 1145681 40，000 80，（伽 200，∝旧 

雑収入 �600，500 �特別支出 �638，400 

寄付 �800，∝旧 �成年男子ユニフォーム1セット �299，200 

現金利息等 �500 �成年女子ユニフォーム1セット �339，200 

収ス計 �＝　‾1甘即1才 �　○ 次期繰越収支差額 �‾17苅1号6‾ 1，322．146 

合計 �18．652，312 �合計 �18．652，312 

※1JHA主催大会、日本リーグ等詳細未定

以上



2017年2月4日

【修正2017年4月22日】

東京ホッケー協会　強化委員会

2017年度　強化に向けた取組み

1．基本方針

＞　2020年の東京オリンピックを見据え、「強い東京」となるチームづくりを構築する。

＞　成年男女チームは、関東予選ブロックを勝ち抜き、国体本戦を狙うことが可能な体制（選手・

スタッフともに）を構築する。

＞　少年男女チームは、技術力・チーム力の向上させる体制を構築する。

＞　「強い東京」となるチームが、ホッケー界の発展のための活動を展開する。

2．国体に向けた方針

＞　2ロ16‾年度と同様にTHA強化委員会の下部紅織として、国体本戦への簡場を目指す「国体強

化委員会」を設置する。

＞　「国体強化委員会」の「国体強化委員」は、「THA強化委員会」において選出する。

＞　「監督」は「国体強化委員会」が、これまでのホッケーに関わる総合的な評価を勘案し、「監

督」を任命する。

＞　「コーチ」は、「監督」の推薦により、「国体強化委員会」が承認する。

y　「国体候補選手」は、選考会を実施しのうえ、その結果により「監督・コーチ」が選出し、「国

体強化委員会」が承認する。

＞　「国体強化をサポートするスタッフ（国体会計・練習補佐・活動に関する支援等）」として、

公募によりスタッフを選任する。

3．組織体制について

（1）「国体強化委員会」組織図

（2）各チーム監督及びチーム世話役

区分 �監督氏名 �所属 �世話役 �役職 

総監督 �宮田　知 �明治大学監督 �－ �－ 

成年男子 �太山新一 �東京ガス監督 �林　正己 �東京協会理事（強化） 

成年女子 �吉田　一男 �東京農大女子監督 �三宅　正美 �東京協会理事（普及） 

※少年男子 �宮林　聴光 �関西大学コーチ �右川　誠治 �東京協会理事（強化） 

少年女子 �渡田　貴子 �上智大学女子コーチ �三宅　正美 �東京協会理事（普及） 

※少年男子監督については、宮林氏に調整中。

以上
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。トP挙登頂e岬ュPヾ」朝潮Ibh昔日－密偵P↓－ト恥小心ノ」≠」トロ雌〓重義垂）喰G腑重義昭小淵相通払女
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。トサ」レ」散隈漣磐匪露地｝」刃制水叫－ヽ恥ユdト日食芸讐蒜二言竹下慧蒜書芸等豊吉吾芝目ふ日雇蘇生空室ト

。トサ一聖雲霊芸盛り毎柵受朝称号′て）ふ＝H筒中凶日宰凶≡咤噌貞仙儲弊雫出演麿欄．瑞雲川垂遣韓．（壬ト）嘩学Jミ老廃鹿
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植恥余凶日ー〔か阜ぺ肇－刃nホ阜益粟塑nホ阜ベht恥∧小宅※

（嶽喩）神堕匪Q肺静脈．む八十貼トもーけ．瑠馨′十帖⊃T叶単．蕃蚕

皆朝来東急旬鴇⊥八℃ヽ⊥亘貼　（岬OSl忘）nか阜ベhY帖八m雫

～TO．巴ON（哺巴－やし昨ヽ恥－∩推知埋．準舘．K吊TJp

～の0．のTON　（岬ニ　ート浴し付け⊥∧阜ペホト

～呂．卜lON　（岬T）－単量－棺け訃1筈ぺ

（岬00N霊堂〓一宮盤哨↑岬の露）椰遵肋－人∵㍗肯∵

知判・増湘悪張．準捌聾朝‥【　（達皆）亜咄榊謹歪】
弧榊　ヽ

（他恥鴨糾せ掘り等〓ト）雌唖樹霜　ヽ

雌咄榊　ヽ

朝咄榊史腑聖姫－木か忙小計〕∧コ下ONON朕麻・

軍制咄建盤感「∠－雫か紅判聖革．咄扁‥【＜〓［】

帥　召鼎．性舶nか阜Kht貼ハート等e帥レ「－卦ミー鴛．唖裔袖窟

扁粟Qレ⊃刃捏匠聖霊出張e旧著聾誕

⊥－雫かQレ⊃山野君．昭裔‖　【＜〓ト】

（囲恥）　コ舵寒空肺
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。彊皆華小樽緋恥Qぐ八m京－上ぐ木組埋．咄南棟慮

。詑磐打直頂′」薄黒虻脚祁寵P鵬皆かT小／重曹ST

【膿垣寂】

（騒喉斥け等亘榔謹淫）二腫毛埜濯甘崎吠叶脚囁き佐

世〓一抑磐蒔＞ト．艦惑．毛′」運つ訓諭＞勅来日一堂堪坐造血柵蛙

（騒畔UOH）。桐箪挿緋砧Q抑圧十

ヽQぐ推挙出張駐車菖崎嶋lJ一頭照Q聾則屋．＞真打土製柵煤

・一　二

瓜PNの水腫±打倒罷唖靡QP嘔着空駅QP重刷旺堅崖《

⊥Iミ艮∩袈lJ扁昂l小／只皆SIQ皆頭腫

無理脚剛↓∈00寸忘

∈ヱ寸霊灯／只繹壇鴫無世辞朝ヽ

。嘩長軸桐箪毛緋品eト′」∩〓一帥柵蝶．台艮時世廻照

付当世野朝も撃桝屋ノ坐P壇屋島輿別田欝嘩宝佃野期小′只せONON↓

（粟屋振臣欝）粥誰e彗謡
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中仙蠍鞋紬零せ駐雅．鹿島台エ八で十．榔職．咄癖刃沖合墜露草肇ュ僻eくエ↑

el堪華挙寧ゴ芸「一「エ寧鱒準叫王道鮮血鳴庶事痙虫垂痙一「エQP錦増察癌

腫′」ト宝佃蒔班灯〆蓋神髄麻挿鰹腑e哩廿朴↑。展彗崎′」ト

宝小台瑞lJ壱〓ト、＜〓〔脚義孝時世匿コ惰P哩堵爬付値NP－小計桔

凸（／晶彗根毛翌許騰

Q準紹e皆匿コ惰華）。捏嶋崎卜刃富Ⅲ喩仲野朝八十八±脳腫

．毛艮′JUJ刃捏頂ト拭い⊃刃⊥八mn富Ⅲ喩憧れP挿－b

卑怯空野朝一nか．旺廠TLY牟忙塑癒茄で〔YX．±巴神髄瀬詩邪

。彊替刃海保麻．⊃刃刃日付ばレ⊃刃嘩紹悼仙

町毛Ibか焉仲野朝一n争い⊃刃辻灘崎台彊脚式世襲ト′」∩〓一

（捏松岩僅坐P世襲）仙世e野朝一nか．坐割判1hh音盤囲

。馴掛lJ一誌偶麻原′只く〓［脚刃り

トぱト⊃刃紹増崎仙P毛Iha忙挿刃野朝．n争．野朝八十笑・

。甘憎肇刃海保堆い二nlJ｝旺コ惰華Q聾朝Nト横付⊃刃－小黒上■

（1品管上）堪誰Q挙醇
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